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Synaptic materials are synthesized in the cell body of a neuron, and are delivered by motor 

proteins to the synaptic terminal region aby way of a long axon. Motor proteins obtain energy 
to transport the materials by hydrolyzing adenosine triphosphate molecules. Here, multiple 
motor proteins work together to transport the materials. It is known that the persistence length 
of transport is a significant physical parameter, and it is deeply dependent on the number of 
motor proteins in charge of the transport. Then the increase and decrease of the number cause 
abnormal synapse formations.    
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神経細胞では細胞体で合成された物質は、長い軸索を経由して、末端のシナプス領

域までタンパク質分子モーターに輸送される。分子モーターはアデノシン三リン酸加

水分解からエネルギーを得て、微小管上を移動する。シナプスを合成する材料も細胞

体で合成され、分子モーターに輸送されている。ここで、分子モーターは単独ではた

らく訳でなく、複数の分子モーター集合体を形成し、物質を共同輸送している 1)-3)。

これまでの研究から物質輸送の持続長がシナプス形成に重要であることが知られて

おり 4)、輸送持続長は分子モーターの微小管への脱着に起因するため、共同輸送する

分子モーター数に大きく依存する。神経細胞内の分子モーター数の増加・減少は、異

常シナプス形成を引き起こす 4)。つまり、生物では、複数分子モーターの集合体輸送

で適切なシナプス形成（機能発現）を行っている。本講演では複数分子モーターの集

合体輸送としての軸索輸送を紹介し、シナプス形成という協奏的機能発現を議論する。 
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